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高精度高精度･･高分解能高分解能

気候モデルの開発気候モデルの開発
（（RR2002RR2002のモデル開発について）のモデル開発について）
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地球シミュレータでの予測実験地球シミュレータでの予測実験

20kmメッシュ

全球気候モデル

数kmメッシュ

雲解像大気モデル
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台風やハリケーン
等への温暖化の影
響を解明

集中豪雨への温暖
化の影響を解明
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現在気候の
再現実験と

モデル検証

研研 究究 実実 施施 計計 画画
１４ １５ １６ １７ １８年度

プロトタイプモデル開発→完成 モデル改良→完成

温暖化タイムスライス実験

• 3年後目標（当初は平成１６年度末に達成の計画）

– ２０ｋｍメッシュ全球気候モデルと数ｋｍメッシュ
雲解像大気モデルのプロトタイプ完成

• 5年後目標
– これら高精度・高分解能モデルの完成

– 地球温暖化が台風、集中豪雨、アジアモンスーン等
に及ぼす影響に関する知見の提供
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全球気候モデル
分解能20km

タイムスライス実験タイムスライス実験

大気･陸面の高解像度モデル

温暖化時の海面水温を与えた
タイムスライス実験

台風やハリケーン等への
温暖化の影響を解明
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• 高速化
– 時間積分にセミラグランジュ法の導入

• 物理過程
– 熱帯対流圏下層の低温バイアス改善

• 積雲対流スキーム

– 降水特性の時間ステップ幅依存性改善

• 雲氷落下スキーム

• 雲水・大規模凝結スキーム

– 湿潤過程の精緻化

• 雲水移流の導入

– 気象研の気候モデルで用いられてきた

放射過程 (エアロゾルの直接効果を含むもの) 

陸面過程 (土壌4層・積雪3層の植物圏モデル)の導入

全球気候モデルの改善全球気候モデルの改善
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２０ｋｍメッシュ全球気候モデルによる２０ｋｍメッシュ全球気候モデルによる
現在気候の再現現在気候の再現

１時間降水量(mm)
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TL959による台風のシミュレー

ション
• 動画
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東経120-140度平均の日降水量の緯度･時間分布

2000年7月～2002年7月の観測

気候モデルによる再現
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気候値海面水温2年積分

気候値海面水温2年積分

熱帯低気圧の発生熱帯低気圧の発生
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ネスティングネスティング

分解能20kmの
全球気候モデル

集中豪雨への温暖化
の影響を解明

分解能数kmの
雲解像大気モデル

モデルを入れ子にする

タイムスライス
実験
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• 力学フレーム
– 平均気圧保存性の向上

– 広域非静力学モデルに向けた取り組み

• 物理過程
– 地表面フラックスの改良

– 非局地境界層スキームの開発

– 乱流エネルギー計算手法の改良

– 放射スキームの改良

– 雲水・雨水２モーメントスキームの開発

• 最適化
– ノード間通信領域の可変化、２次元分割による並列処理

– 計算コードの見直しによる高速化

• 長時間積分向け
– ＳＢＣ（スペクトル境界）法の開発

雲解像大気モデルの改善雲解像大気モデルの改善
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通常のネスティングの概念図

通常のネスティングの問題点

積分時間が長くなると、広領
域モデルと狭領域モデルとの
計算結果の乖離が大きくなる。

低低
低低

ＳＢＣ法の導入 (Spectral Boundary Coupling)

物理空間でのモデル境界
におけるネスティング

＋ 波数空間でのネスティ
ング
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降水の表現が改善

観測

計算開始から計算開始から1010日後日後
のの33時間降水量の分布時間降水量の分布

SBC法ありの場合 SBC法なしの場合
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梅雨期梅雨期 7070日シミュレーション日シミュレーション
水平解像度：5km, 800ｘ600ｘ48，初期値：2003年5月21日
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今年度の成果今年度の成果
・プロトタイプモデルの構築
・気候の再現性を確認

今後の計画今後の計画
・地球温暖化のタイムスライス実験

全球気候モデル：台風など極端な現象への
温暖化の影響の解明

雲解像大気モデル：梅雨期の降水強度など
極端な現象の特性変化の解明

ＩＰＣＣのＡＲ４の課題に貢献


